
第
四
号
議
案

宿
日
直
手
当
の
額
を
定
め
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

宿
日
直
手
当
の
額
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日
提
出

大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長

工

藤

利

明

宿
日
直
手
当
の
額
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

宿
日
直
手
当
の
額
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
中
第
三
号
を
第
四
号

と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

大
分
県
立
く
じ
ゅ
う
ア
グ
リ
創
生
塾
に
勤
務
す
る
職
員
が
大
分
県
立
久
住
高
原
農
業
高
等
学
校
の
生

徒
等
に
対
す
る
生
活
指
導
等
の
た
め
に
行
う
日
直
勤
務

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

大
分
県
立
く
じ
ゅ
う
ア
グ
リ
創
生
塾
に
お
い
て
大
分
県
立
久
住
高
原
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
等
に
対
す

る
生
活
指
導
等
の
た
め
に
行
う
日
直
勤
務
を
宿
日
直
手
当
の
支
給
の
対
象
と
し
た
い
の
で
提
案
す
る
。
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宿
日
直
手
当
の
額
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
新
旧
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

（
特
殊
な
宿
日
直
勤
務
等
の
額
）

（
特
殊
な
宿
日
直
勤
務
等
の
額
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
宿
日
直
勤
務
に
係

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
宿
日
直
勤
務
に
係

る
宿
日
直
手
当
の
額
は
、
勤
務
一
回
に
つ
き
六
千
百
円
と
す
る
。
た
だ
し
、

る
宿
日
直
手
当
の
額
は
、
勤
務
一
回
に
つ
き
六
千
百
円
と
す
る
。
た
だ
し
、

第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
宿
日
直
勤
務
の
う
ち
、
勤
務
時

第
一
号
及
び
第
三
号

に
掲
げ
る
宿
日
直
勤
務
の
う
ち
、
勤
務
時

間
が
五
時
間
未
満
の
日
直
に
つ
い
て
は
、
三
千
五
十
円
と
す
る
。

間
が
五
時
間
未
満
の
日
直
に
つ
い
て
は
、
三
千
五
十
円
と
す
る
。

一

大
分
県
立
く
じ
ゅ
う
ア
グ
リ
創
生
塾
に
勤
務
す
る
職
員
が
大
分
県
立
久
住

（
新
設
）

高
原
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
等
に
対
す
る
生
活
指
導
等
の
た
め
に
行
う
日
直

勤
務

二

大
分
県
立
香
々
地
青
少
年
の
家
及
び
大
分
県
立
九
重
青
少
年
の
家
に
勤
務

一

大
分
県
立
香
々
地
青
少
年
の
家
及
び
大
分
県
立
九
重
青
少
年
の
家
に
勤
務

す
る
職
員
が
行
う
青
少
年
団
体
等
が
集
団
宿
泊
訓
練
の
た
め
宿
泊
す
る
場
合

す
る
職
員
が
行
う
青
少
年
団
体
等
が
集
団
宿
泊
訓
練
の
た
め
宿
泊
す
る
場
合

に
お
け
る
宿
日
直
勤
務

に
お
け
る
宿
日
直
勤
務

三

大
分
県
立
国
東
高
等
学
校
双
国
校
、
大
分
県
立
大
分
雄
城
台
高
等
学
校
、

二

大
分
県
立
国
東
高
等
学
校
双
国
校
、
大
分
県
立
大
分
雄
城
台
高
等
学
校
、

大
分
県
立
大
分
鶴
崎
高
等
学
校
、
大
分
県
立
佐
伯
鶴
城
高
等
学
校
、
大
分
県

大
分
県
立
大
分
鶴
崎
高
等
学
校
、
大
分
県
立
佐
伯
鶴
城
高
等
学
校
、
大
分
県

立
竹
田
高
等
学
校
、
大
分
県
立
日
田
高
等
学
校
及
び
大
分
県
立
中
津
南
高
等

立
竹
田
高
等
学
校
、
大
分
県
立
日
田
高
等
学
校
及
び
大
分
県
立
中
津
南
高
等

学
校
に
勤
務
す
る
教
育
職
員
が
そ
の
附
属
す
る
集
団
宿
泊
研
修
施
設
に
お
い

学
校
に
勤
務
す
る
教
育
職
員
が
そ
の
附
属
す
る
集
団
宿
泊
研
修
施
設
に
お
い

て
生
徒
の
生
活
指
導
等
の
た
め
に
行
う
宿
直
勤
務

て
生
徒
の
生
活
指
導
等
の
た
め
に
行
う
宿
直
勤
務

四

大
分
県
立
海
洋
科
学
高
等
学
校
に
勤
務
す
る
教
育
職
員
が
そ
の
附
属
寄
宿

三

大
分
県
立
海
洋
科
学
高
等
学
校
に
勤
務
す
る
教
育
職
員
が
そ
の
附
属
寄
宿

舎
の
舎
監
と
し
て
行
う
宿
日
直
勤
務

舎
の
舎
監
と
し
て
行
う
宿
日
直
勤
務

３

（
略
）

３

（
略
）
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宿日直手当の額を定める規則の一部改正の概要

１ 改正理由

大分県立くじゅうアグリ創生塾において大分県立久住高原農業高等学校の生徒等

に対する生活指導等のために行う日直勤務を宿日直手当の支給の対象とするもの

２ 改正内容

特殊な宿日直勤務等の額を規定する規則第２条第２項に大分県立くじゅうアグリ

創生塾の日直勤務を追加する。

○業務内容 当該施設における日直勤務（１６：４５～２０：４５）

※大分県立久住高原農業高等学校の生徒等に対する生活指導（食事、

入浴及び清掃等の指導）等を行う日直業務

○手 当 額 ３，０５０円（５時間未満の日直）

区 分 現 行 改 正 後
（手当額）

第１条関係 （通常の宿日直勤務） （通常の宿日直勤務）

（4,400円）

第２条

第１項関係 （特殊な宿日直勤務） （特殊な宿日直勤務）

（7,400円）

（特定公署の宿日直勤務） （特定公署の宿日直勤務）

第２条 ・くじゅうアグリ創生塾

第２項関係 ・香々地、九重青少年の家 ・香々地、九重青少年の家

（6,100円） ・県立学校のセミナーハウス ・県立学校のセミナーハウス

・海洋科学高校の寄宿舎 ・海洋科学高校の寄宿舎

第２条

第３項関係 12月29日～１月３日の 12月29日～１月３日の

（7,400円） 宿日直勤務 宿日直勤務

※５時間未満の日直業務にかかる手当額は１／２

３ 施行期日

公布の日（平成３１年４月１日）
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